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出
前
議
会
in 

原
田

トップページ

一
緒
に
私
た
ち
の
地
域
に
つ
い
て
考
え
る
！

　５月２８日、美咲町林業センターにて原田第
一・原田二区自治会と、美咲町議会とＳＤＧｓ
パートナーシップ包括協定を結んでいる美作
大学・短期大学部、美作高校の学生、岡山大学
教育学部の岡山県北地域教育プログラムの
学生を交えての意見交換会が開かれました。

あらゆる世代が一緒になってこれからのまちづくりについて語らいました。

　広報特別委員会では、できるだけ多くの
皆さんと意見交換を行うことを目的として
各種団体など小さなグループを対象にした
「出前議会」に取り組んでいます。その中で
「議会だより」をもとにした議会活動報告を
行っています。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告

動 画

総勢100人　みんなの声

出前議会

議会活動報告

町に元気を
� 取り戻したい!

情報の見える化が
� 重要!

原田二区自治会原田二区自治会
清水一夫会長清水一夫会長
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８テーブルに分かれ、自治会関係者、議員、学生が
自由闊達な意見交換を行いました。

私たちが地域で出来ることは何か。
これからの地域のあり方を話し合いました。

小規模多機能自治とは。
地域住民が主体となった地域づくりのこと。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告

原田地区の課題を共有

これからの地域のあり方は

テーマは「小規模多機能自治」

環境問題に
� 政策を！

時代にあった
� 地域運営が必要!

通学路の整備を
� してほしい!

安心して子どもを
� 育てたい!

リーダーの育成が
� 重要！

若者の意見を
� 聞いてほしい!

美作大学社会福祉学科美作大学社会福祉学科
小坂田稔学科長小坂田稔学科長
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請
願
・
要
望

西幸公民館の移転整備

　築後50年が経過しており、老朽化が著しく、
年配者などが使用しにくいため、移転整備する。

〔西幸公民館整備事業　3,124万円〕

新規就農者への支援

　新規就農者の初期投資に係る費用を国県が
支援し、早期の経営安定を図る。

〔新規就農総合支援事業　965万円〕

重層的支援体制整備 への移行準備を加速
令和５年６月１日〜6月１４日まで定例議会が招集され一般会計　補正予算２億８,895万円など２5件の議案が議決されました。

自然災害の防止

　農業用施設を整備し、災害の発生を未然に
防ぎ、災害の拡大防止にも効果がある。

〔自然災害防止事業（農業施設）　1,494万円〕

旭地域の拠点整備

　地域活性化の促進並びに運営・維持管理費
の縮減による行財政の効率化を図る。
〔旭地域多世代交流拠点整備事業　
� 2億2,368万円〕

再
審
法（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審

規
定
）の
改
正
を
求
め
る
請
願

日
本
国
民
救
援
会
岡
山
県
本
部�

�

会
長　

花
田　

雅
行

�

紹
介
議
員　

藤
井　

智
江

　

え
ん
罪
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、

本
請
願
は
検
察
・
警
察
へ
の

一
方
的
な
申
し
立
て
で
、
公
平

性
を
欠
い
て
お
り
、
賛
成
少
数

で
不
採
択
と
し
た
。

教
職
員
定
数
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
率
引
き
上
げ
を
は
か

る
た
め
２
０
２
４
年
度
政
府
予

算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
陳
情

岡
山
県
教
職
員
組
合　
　
　

久
米
・
苫
田
支
部�

�

支
部
長　

今
西　

昌
弘

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、賛
成
多
数
で
採
択
と
し
た
。

森
林
整
備
を一層
推
進
す
る
た

め
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲

与
基
準
の
見
直
し
を
求
め
る

要
望

久
米
郡
森
林
組
合�

�

代
表
理
事
組
合
長　

森
谷　

豊

　

森
林
の
多
い
市
町
村
へ
森
林

環
境
譲
与
税
の
配
分
を
高
め
る

よ
う
譲
与
基
準
の
見
直
し
が
必

要
で
あ
り
、
全
会
一
致
で
採
択

と
し
た
。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告
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条
　
　
　
例

議 

員 

発 

議

重層的支援体制整備 への移行準備を加速
令和５年６月１日〜6月１４日まで定例議会が招集され一般会計　補正予算２億８,895万円など２5件の議案が議決されました。

6月議会
でこんなことが
決まりました

複合化・複雑化した支援ニーズに対応こども笑顔基金を設置

　次世代を担う子どもたちが、未来に夢を持ち
豊かな心を育む施策に資するため、美咲町こど
も笑顔基金を設置する。
〔基金残高　9,108万円〕

　地域共生社会の実現に向けた包括的支援
体制構築のため、重層的支援体制整備事業へ
の移行準備をする。
〔重層的支援体制整備事業への移行準備事業　142万円〕

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
率
引
き
上
げ
に
係
る
意
見
書

　「
学
校
の
働
き
方
改
革・長
時
間
労
働

の
是
正
を
実
現
」な
ど
を
求
め
る
意
見

書
を
日
本
政
府
に
対
し
て
送
付
し
た
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
の
見

直
し
を
求
め
る
意
見
書

　
広
い
森
林
を
抱
え
る
地
方
公
共
団
体

へ
の
配
分
に
重
点
化
す
る
方
向
性
で
、

譲
与
基
準
の
見
直
し
と
、
国
の
森
林
予

算
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
を
日
本
政

府
に
対
し
て
送
付
し
た
。

美
咲
町
国
際
交
流
基
金
条
例
の
一

部
改
正

　
「
美
咲
町
国
際
交
流
基
金
条
例
」を

「
美
咲
町
こ
ど
も
笑
顔
基
金
条
例
」に

改
め
る
。
こ
ど
も
の
笑
顔
が
輝
き
、あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指

し
、
幅
広
い
子
育
て
支
援
施
策
へ
の

活
用
を
図
る
。

美
咲
町
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況

の
公
表
に
関
す
る
条
例

　

地
方
公
共
団
体
に
請
負
を
す
る
議

員
に
対
し
請
負
の
状
況
の
透
明
性
を

確
保
す
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
。

意
見
の
分
か
れ
た
議
案

○は賛成　　×は反対

（議長は裁決に加わりません）

松
島
議
員

左
居
議
員

山
本
宏
議
員

松
田
議
員

延
原
議
員

形
井
議
員

小
林
議
員

藤
井
議
員

山
本
資
議
員

板
垣
議
員

三
船
議
員

矢
吹
議
員

則
吉
議
員

中
西
議
員

請願第1号 再審法（刑事訴訟法の最新規定）
の改正を求める請願書

議
長 × × × × × × 〇 × × × × × ×

陳情第2号

教職員定数改善と義務教育費国
庫負担率引き上げをはかるため
2024年度政府予算に係る意見
書の提出を求める陳情

議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

【議案に対する討論】

【請願第1号】
再審法（刑事訴訟法の最新規定）の改正を求める請願

（民生教育常任委員会の審査結果は、不採択）
【不採択に反対】この請願は不採択ではなく、採択して国
に意見書を送付すべきだ。 藤井議員

重層的支援体制整備事業の実施
・相談支援：
本人、世帯の属性にかかわらない相談の受け止め

・参加支援：
社会とのつながりを回復するための支援

・地域づくりに向けた支援：
属性をこえて交流できる場や居場所の確保

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告
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【みさき共創室】
企業版ふるさと納税

委 員 会 の活動

　美作岡山道路に関連した遊水池築造

工事予定地の現地視察を行い状況を確

認した。

　遊水池と排水ポンプの併用で内水対

策が実施される。

【産業観光課】
新規就農者に補助金

【建設課】
飯岡遊水池の予算増加

【地域みらい課】
多世代交流拠点の進捗

【上下水道課】
公営企業会計への移行

多世代交流拠点の進捗状況
はどうなっているのか。
中央地域は６月から造成工事
に着手する予定。旭地域は今
年中には工事発注の予定。

問

答

新たに取り組んでいる企業版
ふるさと納税とは。
町外に本社を有する企業で、
１回の寄付額１０万円以上が
対象となる。対象期間は６年
度末まで。

問

答

下水道特別会計の公営企業
会計移行は進んでいるのか。
令和６年度に公営企業会計へ
の移行を行うべく、５年度でさ
まざまな準備を行っていく。

問

答

【くらし安全課】
防災訓練の実施予定

内水対策として整備される予
算が増加したのはなぜか。
当初予定していた計画区域お
よび工法に変更が生じたことか
ら遊水池の設計費を増額した。

問

答

新規就農総合支援の予算が
増額された内容は。
新規就農者へ初期投資に係
る費用を支援するもので、今
回新たに２件が採択されたた
め増額した。

問

答

今年度の防災訓練はいつ頃実
施する予定なのか。
９月３日（日）に美咲町防災訓練
を実施する予定で、各自主防災
組織には通知している。

問

答

（飯岡地内）

総務・産業常任委員会からの報告
総務・産業常任委員会は、総務課、理財課、地域みらい課、くらし安全課、税務課、上下水道課、産業観光課、
建設課、みさき共創室、各総合支所地域振興課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／中西伶王、矢吹一郎、山本　資、松田英二、松島　啓の7人
で審査しています。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告
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視察研修報告①▶人口減少への対応と地方創生の取り組み・福井県池田町

視察研修報告②▶移住定住施策の推進・石川県津幡町

〈
町
の
状
況
〉

　

池
田
町
は
、
福
井
県
の

南
東
部
で
岐
阜
県
と
の
県

境
、
九
頭
竜
川
水
系
足
羽

川
の
最
上
流
地
に
位
置
す

る
山
岳
地
帯
に
あ
り
、
令

和
５
年
４
月
現
在
、
８
９

0
世
帯
、
2
︐2
9
5
人
の

人
口
規
模
で
あ
る
。
総
面

積
１
9
4.
6
5
km2

の
う
ち

山
林
が
91.
7
％
を
占
め
中

央
に
肥
沃
な
農
地
を
有
す

る
盆
地
を
形
成
す
る
町
で

あ
る
。

●
消
滅
可
能
性
自
治
体
・

福
井
県
第
一
位
と
称
さ
れ

て
い
る
が
、
人
口
減
少
へ

の
対
応
戦
略
な
ど
住
民
と

行
政
が
一
体
と
な
り
存
続

の
た
め
町
の
資
源
を
最
大

限
に
生
か
し
、
そ
の
資
源

の
付
加
価
値
向
上
へ
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

な
っ
て
い
る
。

〈
地
域
資
源
循
環
型
農
村

を
目
指
し
て
〉

●
食
品
資
源
再
生
事
業

「
食
U
タ
ー
ン
」
家
庭
の

食
資
源
を
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
事
業
。

　

牛
糞
と
籾
殻
、
生
ご
み

を
混
ぜ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

高
品
質
の
堆
肥
を
つ
く
り

農
業
に
利
用
す
る
。

●
生
命
に
優
し
い
米
づ
く

り
。

　

池
田
町
独
自
の
栽
培
基

準
を
設
け
、
農
薬
や
化
学

肥
料
の
使
用
状
況
に
よ
り

米
の
買
取
価
格
を
4
段
階

に
設
定
し
価
格
差
（
付
加

価
値
）
を
つ
け
る
。

〈
森
林
資
源
を
活
用
し
た

観
光
ま
ち
づ
く
り
〉

●
木
望
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　

広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を

活
か
し
た
森
の
テ
ー
マ
パ

ー
ク
と
、
子
ど
も
の
成
長

に
寄
り
添
う
木
育
広
場
の

建
設
に
よ
り
若
い
世
代
の

雇
用
の
場
を
作
り
出
し
交

流
人
口
、
定
住
・
移
住
者

の
増
加
を
目
指
す
。

●
観
光
客
数
は
平
成
27
年

度
15
万
4
︐0
0
0
人
で
あ

っ
た
が
令
和
４
年
度
21
万

3
︐0
0
0
人
8
年
間
で
40

％
増
加
。

　

ま
た
、
移
住
者
数
も
平

成
27
年
度
か
ら
令
和
４
年

度
ま
で
に
96
世
帯
、
１
４

6
人
の
増
加
と
な
っ
て
い

る
。

●
諦
め
な
い
知
恵
と
工
夫

と
執
念
を
穏
や
か
な
語
り

口
の
な
か
に
も
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
た
。

〈
町
の
状
況
〉

　

津
幡
町
は
石
川
県
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
北
陸
の

中
核
都
市
金
沢
市
に
近
く

加
賀
・
能
登
・
富
山
県
へ

の
分
岐
点
で
あ
り
交
通
の

要
所
と
し
て
重
要
な
地
域

と
な
っ
て
い
る
。
町
の
総

面
積
は
、1
1
0.
5
9
km2

、

人
口
３
万
７
︐4
2
0
人
で

市
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
町

で
あ
る
。

〈
定
住
促
進
の
取
り
組
み
〉

　

11
項
目
の
各
種
支
援
制

度
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

●
社
会
動
態
増
加
へ
の
取

り
組
み
。

　

住
宅
取
得
等
奨
励
金
・

空
き
家
バ
ン
ク
利
用
奨
励

金
・
農
村
定
住
奨
励
金
・

整備されたアスレチック

活発な意見交換

新
規
雇
用
促
進
奨
励
金
・

結
婚
祝
い
金
・
移
住
支
援

金
・
奨
学
金
返
還
支
援
補

助
金

●
自
然
動
態
増
加
へ
の
取

り
組
み
。

　

結
婚
推
進
委
員
・
婚
活

支
援
事
業
補
助
金
・
三
世

代
フ
ァ
ミ
リ
ー
同
居
等
促

進
事
業
補
助
金
・
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
補
助
金

●
転
入
超
過
は
続
い
て
い

る
が
、
高
齢
者
と
の
関
係

で
自
然
動
態
が
マ
イ
ナ
ス

に
転
じ
て
い
る
。

　

移
住
定
住
に
条
件
の
良

い
地
域
が
、
危
機
感
を
持

っ
て
早
く
か
ら
対
策
を
講

じ
て
い
る
点
に
は
考
え
さ

せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告
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【健康推進課】
母と子の健康診査

委 員 会 の活動
民生・教育常任委員会からの報告
民生・教育常任委員会は、住民生活課、長寿しあわせ課、健康推進課、こども笑顔課、福祉事務所、教育総
務課、生涯学習課、各総合支所地域振興課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／形井　圓　副委員長／小林達夫　委員／則吉洋介、三船博之、板垣正寿、藤井智江、左居喜次の7
人で審査しています。

　西幸公民館移転整備の現地視察を行

った。

　老朽化が激しく新耐震基準を満たし

ていないため、将来を考え災害にも対応

できる施設を新築する。

【こども笑顔課】
こども笑顔基金条例

【教育総務課】
学校給食の保護者負担は

【長寿しあわせ課】
老人福祉施設の減額

【福祉事務所】
重層的支援体制とは

老人福祉施設の３,5００万円
の減額補正は。
あさひが丘の機能向上改修
工事で予算を見込んでいた
が、計画が遅延となるため減
額補正とした。

問

答

母と子の健康診査事業の対
象者は。
妊産婦とお腹にいる赤ちゃ
ん、生まれて3カ月〜3歳6カ
月の乳幼児で、本年度は目の
検査も始める。

問

答

重層的支援体制整備事業の
目的は。
全世代型包括ケアシステム
の構築を目指すもので、今後
コーディネーターを配置して
いく。

問

答

【生涯学習課】
デジタルリテラシー向上事業

学校給食の保護者負担はい
くらか。
小学校で1食当たり275円、中
学校で1食当たり325円。材
料の購入費でそれ以外は、町
負担である。

問

答

美咲町こども笑顔基金条例
の目的は。
次世代を担うこどもたちが未
来に夢を持ち、豊かな心を育
む施策に資するために使える
ように改正する。

問

答

デジタルリテラシー向上事業
とは。
デジタル関連の知識や技術を
習得するもので、自治会単位で
８月からの講座開設を目指して
いる。

問

答

（西幸地内）

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告



9 みさき

視察研修の受け入れ

先進地の視察研修に行きました

委員会からの報告委員会からの報告

大刀洗町議会 須恵町議会

　議会広報特別委員会では、令和5年６月２９・３０日と福岡県大刀洗町議会・須恵町議会に視察
研修に行きました。両議会の議会広報誌は、見やすさ、読みやすさで大変高い評価を受けてい
ます。また、SNSにも早くから取り組まれ、若い人からお年寄りまで議会をもっと身近にと努力さ
れています。積極的に広聴活動もされ模範となる議会です。意見交換会を通じて、その根本に
あるのは、活発な議会活動であると確信した良い研修ができました。

　美咲町議会では、意見交換を通じてお互いの議会の良いところを学び、生かすことによって
諸問題の打開策のヒントを得ようと、積極的に全国からの視察研修を受け入れています。

〇
令
和
５
年
６
月
28
日

　

山
形
県
置
賜
地
方
町
村
議
会
議
長
会

�

【
議
会
運
営
視
察
研
修
】

�

議
会
議
長
お
よ
び
事
務
局（
10
人
）

〇
令
和
５
年
７
月
３
日

　

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
議
会　

�

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

�

【
議
会
だ
よ
り
視
察
研
修
】

�

議
会
議
員
お
よ
び
事
務
局（
８
人
）

〇
令
和
５
年
７
月
11
日

　

埼
玉
県
戸
田
市
議
会
議
会
広
報
委
員
会

�

【
議
会
だ
よ
り
視
察
研
修
】

�

議
会
議
員
お
よ
び
事
務
局（
10
人
）

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告



10美咲町議会だより  No.73  ＜2023.8＞

旭学園開校しました
　義務教育学校『美咲町立旭学園』の開校式典が、令和５年５月２０日に多くの来賓を迎え、議員も参加し
挙行されました。
　岡山県下では２番目になる義務教育学校です。この学校で子どもたちは、練磨・創造・敬愛の校訓のも
と新たな歴史を刻んでいきます。
　旭で育って良かったと思えるように、生徒・先生・保護者はもとより、地域全体で見守っていきましょう。

　旭学園6年生14人が令和5年6月26日に、授業の一環として美咲町議会を訪問してくれました。
　議会は何をするのかについて、本会議場で自分の名前の席に座りモニターを見ながら議会の『仕組み・仕
事』の説明を真剣に聞いていました。

旭学園6年生議会体験学習
議会ってなんだろう

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告



11 みさきみさき

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

美咲町指定天然記念物　高城のエノキ（推定樹齢300年以上）

議会だよりには、2問まで掲載
しています。
質問の状況については、
美咲町YouTubeチャンネルで
確認していただけます。

ページ 議員名 質　問　内　容

12 山本  　資
１．義務教育学校における郷土学習は
２．財源確保対策をどう考える

13 三船  博之
１．子どもの笑顔は家庭教育が重要
２．PTA活動を支援しているのか

14 中西  伶王
１．人口減少に歯止めをかける政策は
２．野良猫の苦情・相談への対応は

15 板垣  正寿
１．ミサキアエルプロジェクトの進捗は
２．小規模多機能自治をどう実現する

16 矢吹  一郎
１．要望書への対応は出来ているのか
２．国土強靭化計画の取り組み状況は

ページ 議員名 質　問　内　容

17 藤井  智江
１．柵原学園地域説明会を早期に
２．加齢性難聴補聴器購入に補助を
◇　学校給食費を無償化に

18 松島  　啓
１．広聴のシステム構築が求められる
２．アフターコロナのまちづくりを

19
山本  宏治 １．子育て政策実現に向けた財源確保

左居  喜次 １．幼少期から防災教育の充実を

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告



質問

答弁

質問

答弁

山本　資（やまもと  たすく）議員

動 画

ふるさとの歴史を考えよう

９年間を通じて郷土学習を実施

問　
義
務
教
育
学
校
の

開
校
は
、
本
町
教
育

行
政
の
大
き
な
転
換
期
で

あ
る
。

　
本
町
で
は
、
今
年
度
岸

田
吟
香
生
誕
1
9
0
周
年
、

旧
片
上
鉄
道
開
業
1
0
0

周
年
、
月
の
輪
古
墳
発
掘

70
周
年
な
ど
の
歴
史
的
文

化
遺
産
の
節
目
を
迎
え
る
。

　
こ
う
し
た
歴
史
的
・
文

化
的
価
値
を
後
世
に
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
地
域
の
歴
史
を
学
ん
だ

子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
で

活
躍
し
、
歴
史
・
文
化
の

橋
渡
し
を
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
う
が
、
郷
土
学
習

を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
特
に
地
域
の
歴
史
に
つ

い
て
地
域
の
人
と
一
緒
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

答
平
賀
生
涯
学
習
課
長

　

義
務
教
育
学
校
の

柔
軟
な
学
年
の
区
割
り
の

特
性
を
生
か
し
て
、
９
年

間
の
中
で
自
由
に
郷
土
学

習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

む
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
現
在
で
も
教
職

員
や
保
護
者
、
地
域
の
人

た
ち
が
共
に
智
恵
を
出
し

合
い
、
学
校
運
営
に
反
映

し
て
い
く
学
校
運
営
協
議

会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
方
針
や
目
指
す
子

ど
も
像
を
共
有
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
を

醸
成
す
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。

義務教育学校における郷土学習は

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

質問

答弁

質問

答弁

財源確保対策をどう考える

税収以外の財源確保に知恵を絞る

問　
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
へ
対
応
す

る
た
め
、
令
和
5
年
度
当

初
予
算
は
今
ま
で
に
な
く

大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
現
在
、
本
町
の
人
口
減

少
率
は
県
内
で
も
最
も
高

く
、
今
後
も
人
口
減
少
が

続
く
こ
と
は
明
ら
か
で
、

税
収
も
減
少
し
て
い
く
。

　
行
財
政
改
革
審
議
会
を

設
置
し
て
、
将
来
を
見
据

え
た
行
財
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
子
ど
も

の
笑
顔
は
み
ん
な
の
幸
せ

の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

め
に
も
、
今
後
税
収
以
外

の
財
源
確
保
に
ど
う
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

答
青
野
町
長

　

税
収
以
外
の
財
源

と
し
て
、
最
も
大
き
い
の

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
あ

る
。

　

現
在
、
本
町
の
ふ
る
さ

と
納
税
額
は
１
億
円
を
上

回
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
増
加

し
て
い
る
。
さ
ら
に
返
礼

品
の
開
拓
を
進
め
る
。

　

こ
の
ほ
ど
新
設
さ
れ
た

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

際
し
て
は
、
私
自
ら
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
い

く
。

　

ま
た
、
学
校
応
援
等
応

援
寄
付
金
の
よ
う
な
新
た

な
納
税
の
仕
組
み
を
考
え
、

町
有
地
の
売
却
、
普
通
財

産
の
売
却
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
財
源
確
保
策
に
知

恵
を
絞
っ
て
い
く
。

まちの美咲しいものいっぱい

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告
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質問

答弁 家庭での教育は全ての出発点

質問

答弁

三船博之（みふね  ひろゆき）議員

動 画

問　
本
当
の
子
ど
も
の

笑
顔
を
見
る
た
め
に

は
、
深
刻
化
し
て
い
る
家

庭
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

家
庭
教
育
の
見
直
し
が
必

要
で
あ
り
、
保
護
者
と
し

て
の
教
育
も
必
要
で
あ
る
。

　
子
ど
も
が
笑
顔
で
幸
せ

に
な
る
た
め
の
認
識
・
こ

ど
も
笑
顔
課
の
役
割
・
家

庭
ま
で
踏
み
込
む
勇
気
が

あ
る
の
か
を
問
う
。

答
青
野
町
長

　

家
庭
は
教
育
の
原

点
で
あ
り
、
全
て
の
出
発

点
で
あ
る
。
子
育
て
世
代

と
の
意
見
交
換
や
岡
山
県

の
少
子
化
対
策
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
事
業
な
ど
を
通
じ

て
、
子
ど
も
の
笑
顔
が
ど

う
す
れ
ば
得
ら
れ
る
か
検

討
し
て
い
く
。

答
須
々
木
こ
ど
も
笑
顔
課
長

　

親
も
子
育
て
を
し

て
い
く
中
で
、親
の
務
め
・

責
任
を
認
識
し
子
ど
も
と

一
緒
に
成
長
す
る
も
の
と

理
解
し
て
い
る
。

　

家
庭
に
お
け
る
子
育
て

を
基
本
に
お
い
て
、
親
育

ち
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
子

育
て
支
援
ア
プ
リ
な
ど
で

総
合
的
な
支
援
を
し
て
い

く
。問

　
子
ど
も
が
生
ま
れ

て
か
ら
就
学
前
の
親

の
た
め
に
美
作
大
学
と
協

力
し
て
、
み
さ
キ
ッ
ズ
育

児
の
し
お
り
な
ど
考
え
ら

れ
な
い
か
。

答
須
々
木
こ
ど
も
笑
顔
課
長

　

実
現
可
能
か
ど
う

か
を
含
め
関
係
課
と
検
討

す
る
。

質問

答弁

質問

答弁 P
T
A
活
動
を
支
援
し
て
い
る
の
か

親
と
し
て
学
び
合
う
交
流
の
場
を
提
供

こどもの笑顔は みんなの幸せ

子どもの笑顔は
� 家庭教育が重要

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

問　
子
ど
も
の
笑
顔
は

家
庭
教
育
だ
け
で
な

く
、
学
校
教
育
も
大
変
重

要
で
あ
る
。

　
今
の
子
ど
も
た
ち
は
家

庭
で
の
顔
と
学
校
で
の
顔

を
使
い
分
け
て
い
る
。

　
今
こ
そ
、
P
T
A
活
動

を
活
発
に
し
て
子
ど
も
の

様
子
・
き
づ
き
を
学
校
と

保
護
者
・
保
護
者
同
士
が

情
報
共
有
し
て
行
く
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
と
思
う
が
、

教
育
委
員
会
と
し
て
指
導・

支
援
を
し
て
い
る
の
か
。

答
黒
瀬
教
育
長

　

地
方
社
会
教
育
行

政
法
に
基
づ
き
各
学
校
ご

と
に
、P
T
A
も
含
ん
だ
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置
し

活
動
し
て
い
る
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

に
P
T
A
活
動
も
苦
慮
さ

れ
て
い
た
が
、
活
発
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
笑
顔
は
保
護

者
の
幸
せ
、
地
域
の
幸
せ

で
も
あ
り
、
教
育
委
員
会

と
し
て
、
し
っ
か
り
と
支

援
し
て
い
く
。

答
平
賀
生
涯
学
習
課
長

　

親
育
ち
応
援
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
、

保
護
者
な
ど
に
対
す
る
学

習
の
機
会
を
就
学
前
の
保

護
者
も
含
め
提
供
し
て
い

る
。

　

保
護
者
と
し
て
の
在
り

方
や
役
割
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う

に
働
き
か
け
て
い
く
。

質問

答弁

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告

13 みさき



野良猫の苦情・相談への対応は

質問

答弁

質問

答弁

中西伶王（なかにし  れお）議員

動 画切れ目のない施策を進めていく

問　
人
口
減
少
の
要
因

の
一
つ
で
あ
る
晩
婚

化
を
防
ぐ
た
め
男
女
が
出

会
う
場
を
設
け
る
取
り
組

み
は
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
若
い
夫
婦
が
本

町
に
移
住
し
た
い
と
思
う

政
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
青
野
町
長

　

総
務
省
の
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
る
と
、
若
い
世

代
の
移
住
条
件
は
①
就
労

支
援
②
住
宅
支
援
③
子
育

て
環
境
の
充
実
と
な
っ
て

い
る
。

　

津
山
圏
域
全
体
の
魅
力

を
高
め
、
民
間
事
業
者
と

も
連
携
し
た
分
譲
地
整
備
、

子
育
て
し
や
す
い
町
を
目

指
し
、
切
れ
目
の
な
い
施

策
を
進
め
て
い
く
。

答
須
々
木
こ
ど
も
笑
顔
課
長

　

出
会
い
を
求
め
る

場
と
し
て
県
が
運
営
し
て

い
る
「
お
か
や
ま
縁
む
す

び
ネ
ッ
ト
」
を
お
知
ら
せ

す
る
。

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
、
民

間
事
業
者
の
動
向
を
踏
ま

え
、
町
の
対
応
を
検
討
す

る
。

問　
ま
ず
本
町
に
住
ん

で
も
ら
う
こ
と
を
考

え
て
も
ら
う
た
め
に
、
空

き
家
な
ど
を
活
用
し
た
住

宅
支
援
に
力
を
入
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

民
間
事
業
者
が
空

き
家
を
買
い
上
げ
て
貸
し

出
す
サ
ブ
リ
ー
ス
。
役
場

が
空
き
家
を
借
り
上
げ
て

貸
し
出
す
中
間
管
理
住
宅

を
研
究
し
て
い
る
。

人口減少に歯止めをかける政策は

質問

答弁

質問

答弁 正しいペットの飼い方など周知

問　
住
民
か
ら
受
け
る

相
談
の
中
に
野
良
猫

が
家
屋
や
空
き
家
に
侵
入

し
、
そ
こ
か
ら
糞
尿
の
臭

気
や
鳴
き
声
に
悩
ま
さ
れ

る
事
案
が
増
加
し
て
い
る
。

　
町
独
自
ま
た
は
民
間
と

連
携
し
て
野
良
猫
の
繁
殖

を
防
ぐ
対
策
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答
青
野
町
長

　
環
境
省
で
は
、動
物

保
護
団
体
に
引
き
取
ら
れ

た
犬
猫
の
譲
渡
を
推
進
す

る
団
体
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
締
結
し
て
連
携
・

協
力
を
行
っ
て
い
る
。

　

動
物
愛
護
の
分
野
に
お

い
て
民
間
団
体
と
の
連
携

は
課
題
解
決
の
有
効
な
方

法
で
あ
る
。

答
篠
原
住
民
生
活
課
長

　

役
場
へ
の
野
良
猫

に
対
す
る
苦
情
や
相
談
は
、

年
間
20
件
程
度
あ
り
、
岡

山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

に
は
１
︐３
４
０
件
程
度

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
の
問
題
は
行
政
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
。

　

住
民
が
主
体
と
な
り
、

不
妊
手
術
や
糞
の
始
末
な

ど
猫
ト
ラ
ブ
ル
の
ル
ー
ル

を
定
め
て
継
続
的
に
管
理

す
る
地
域
猫
活
動
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
支

援
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

正
し
い
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方

を
周
知
し
て
い
く
。 私たちも生きている

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告
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ミサキアエルプロジェクトの
� 進捗は質問

答弁 各分野で地域おこし協力隊が活躍

質問

答弁

板垣正寿（いたがき  まさとし）議員

動 画

問　
町
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
解
決
を
図
る
た

め
、
令
和
４
年
度
か
ら
、

ミ
サ
キ
ア
エ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
題
し
て
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
募
集
が
始

ま
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗

状
況
を
聞
き
た
い
。

答
米
本
産
業
観
光
課
長

　

現
在
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
１
人
、「
棚
田
再

興
」、「
６
次
産
業
化
」の
分

野
で
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ

ー
２
人
の
計
３
人
が
着
任

し
て
い
る
。
地
域
と
の
関

係
構
築
を
図
り
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
活
躍
を
始
め
て

い
る
。

　

現
在
の
募
集
分
野
は
他

に
、「
山
の
仕
事
」、「
ワ

イ
ン
づ
く
り
」、「
鉄
道
遺

産
」、「
美
咲
D
X 

」、「
空

き
家
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」、

「
ク
ラ
フ
ト
ビ
レ
ッ
ジ
」、

な
ど
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。

問　
不
登
校
支
援
と
し

て
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
の
運
営
や
、
高
齢
者
の

困
り
ご
と
支
援
な
ど
、
今

後
、
教
育
や
福
祉
分
野
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
募
集
も
可

能
か
。

答
宇
佐
見
政
策
推
進
監

　

応
募
者
に
と
っ
て

魅
力
や
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
、

町
内
で
ど
の
よ
う
な
支
援

体
制
が
組
め
る
か
を
考
慮

し
、
こ
の
仕
組
み
が
有
効

に
生
か
せ
る
分
野
で
あ
れ

ば
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に

活
用
を
検
討
す
る
。

質問

答弁

質問

答弁 小
規
模
多
機
能
自
治
を
ど
う
実
現
す
る

町
と
地
域
が
対
話
を
重
ね
て
進
め
る

地域おこし頑張ります

問　
13
地
域
そ
れ
ぞ
れ

の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う

に
周
知
し
、
実
現
し
て
い

く
の
か
確
認
し
た
い
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　

小
規
模
多
機
能
自

治
組
織
と
し
て
認
定
さ
れ

た
協
議
会
が
１
団
体
、今
年

度
中
に
地
域
未
来
計
画
を

完
成
し
、認
定
さ
れ
る
と
見

込
ま
れ
る
協
議
会
が
２
団

体
、ア
ン
ケ
ー
ト
が
終
了
し

た
協
議
会
が
２
団
体
、今
年

度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
協
議
会
が
２
団
体
、説
明

会
を
開
催
し
た
協
議
会
が

４
団
体
、ま
だ
十
分
な
理
解

が
進
ん
で
い
な
い
協
議
会

が
２
団
体
あ
る
。

　

取
り
組
み
を
始
め
た
時

期
、
共
有
会
の
開
催
頻
度
、

活
動
内
容
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ

の
協
議
会
に
お
い
て
特
性

と
事
情
が
あ
る
。

　

住
民
意
識
の
差
は
ま
だ

あ
る
が
、着
実
に
一
歩
ず
つ

前
進
し
て
い
る
。

問　
実
現
に
向
け
た
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
は
あ
る

の
か
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

　
町
の
職
員
が
、地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
話
合

い
の
場
を
重
ね
、ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
し
た
後
、各
地
域

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
未
来
計

画
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

質問

答弁

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告
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質問

答弁

質問

答弁

矢吹一郎（やぶき  いちろう）議員

動 画

書副自治会が町道周佐書副線を
要望調査

住民の安心・安全を守るため

令和５年度事業実施箇所位置図

緊急性や優先度の高い順に対応

問　
現
在
、
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
か
ら
提
出
さ

れ
て
い
る
各
種
要
望
書
へ

の
対
応
は
出
来
て
い
る
の

か
。

①
地
域
の
要
望
書
は
、
現

在
自
治
会
長
が
提
出
し
て

い
る
が
、
現
体
制
と
な
っ

た
経
緯
と
本
町
の
方
針
を

問
う
。

②
要
望
書
の
受
付
件
数
、

実
施
件
数
な
ど
の
内
訳
は
。

③
小
規
模
多
機
能
自
治
組

織
か
ら
の
要
望
書
と
、
自

治
会
要
望
書
と
の
関
連
は

ど
う
な
る
の
か
。

④
要
望
案
件
の
割
り
振
り

と
審
議
、
決
定
ま
で
の
経

緯
と
担
当
部
署
は
ど
こ
か
。

答
青
野
町
長

①
要
望
は
「
請
願
法

に
よ
り
」
団
体
・
組
織
の

代
表
者
か
ら
文
書
で
提
出

し
て
も
ら
い
「
令
和
元
年

に
訓
令
を
制
定
」
し
統
一

し
た
事
務
処
理
を
実
施
し

て
い
る
。

答
神
坂
総
務
課
長

②
令
和
４
年
度
、
要

望
書
受
付
総
数
は
88
件
。

自
治
会
提
出
件
数
は
46
件

で
、
対
応
済
み
24
件
、
現

在
対
応
中
18
件
。

　

現
時
点
で
対
応
困
難
な

も
の
は
４
件
で
あ
る
。

③
小
規
模
多
機
能
自
治
組

織
か
ら
の
要
望
は
、
内
容

を
精
査
し
適
正
に
対
処
す

る
。

④
総
務
課
で
一
括
し
て
受

け
付
け
て
、
内
容
に
よ
り

担
当
部
署
に
割
り
振
り
、

緊
急
性
、
優
先
度
の
高
い

順
に
対
応
し
て
い
る
。

要望書への対応は出来ているのか

質問

答弁

質問

答弁

国土強靭化計画の取り組み状況は

6路線を計画的に実施している

問　
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
が
い
つ
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
防
災
・

減
災
へ
の
対
応
は
大
丈
夫

か
。

①
期
限
が
令
和
7
年
ま
で

の
防
災
・
減
災
・
国
土
強

靭
化
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

②
地
域
住
民
か
ら
、
防
災

減
災
へ
の
提
案
、
要
望
は

出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

③
防
災
・
減
災
・
国
土
強

靭
化
の
対
象
と
な
ら
な
い

事
業
要
望
は
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
の
か
。

答
前
田
建
設
課
長

①
現
時
点
で
対
策
が

必
要
な
危
険
災
害
発
生
予

想
箇
所
は
、
主
要
路
線
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
路
線
、
通

学
路
な
ど
６
路
線
を
計
画

し
て
い
る
。
２
路
線
は
完

了
済
み
で
あ
り
、
令
和
７

年
度
の
期
限
ま
で
に
は
全

路
線
を
計
画
的
に
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

②
地
域
住
民
か
ら
の
緊
急

要
望
に
つ
い
て
も
計
画
に

反
映
さ
せ
実
施
し
て
い
る
。

③
国
土
強
靭
化
の
対
象
に

な
ら
な
い
事
業
は
、
緊
急

自
然
災
害
防
止
事
業
で
対

応
し
て
い
る
。

　

自
然
災
害
の
発
生
が
予

測
さ
れ
る
場
所
に
お
い
て
、

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
為
に
、

最
も
適
し
た
事
業
で
あ
り
、

今
後
も
有
効
に
活
用
し
住

民
の
安
心
・
安
全
の
た
め

に
対
応
し
て
い
く
。

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告
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質問

答弁 7月上旬までに行う予定で調整中

質問

答弁

藤井智江（ふじい  ともえ）議員

動 画

問　
義
務
教
育
学
校
柵

原
学
園
開
校
に
向
け

た
取
り
組
み
を
確
認
し
た

い
。

①
令
和
5
年
度
に
地
域
説

明
会
・
意
見
交
換
会
の
準

備
を
進
め
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
予
定
は
い
つ

か
。
ど
う
い
う
形
で
行
う

の
か
。

②
学
年
の
区
切
り
を
6
・

3
制
か
ら
4
・
3
・
2
制

に
変
え
る
理
由
が
「
義
務

教
育
学
校
だ
か
ら
で
き

る
」と
い
う
だ
け
で
な
く
、

良
い
と
い
う
根
拠
は
何
か
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

①
説
明
会
開
催
の
時

期
は
６
月
下
旬
か
ら
７
月

中
旬
で
調
整
し
て
い
る
。

　

専
門
部
会
や
開
校
準
備

委
員
会
で
の
決
定
事
項
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
の
報
告
、
説
明
を
予
定

し
て
い
る
。

②
令
和
２
年
度
に
町
内
の

学
校
を
小
中
一
貫
教
育
校

と
位
置
付
け
小
・
中
学
校

教
育
の
一
貫
性
に
配
慮
し

た
教
育
方
針
を
作
成
し
た
。

　

発
達
段
階
に
応
じ
て
学

年
の
区
切
り
を
柔
軟
に
設

定
で
き
る
こ
と
は
教
育
課

程
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

問　
説
明
会
を
受
け
て

地
域
の
中
で
話
し
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

柵
原
地
域
全
体
１
カ
所
で

は
い
け
な
い
。

答
結
石
教
育
総
務
課
長

　

内
容
・
開
催
方
法

に
つ
い
て
は
協
議
中
で
あ

る
。

質問

答弁

質問

答弁 加
齢
性
難
聴
補
聴
器
購
入
に
補
助
を

保
険
適
用
の
是
非
も
含
め
て
国
が
判
断

問　
加
齢
性
難
聴
の
認

知
症
リ
ス
ク
に
対
し

て
、
聞
こ
え
に
く
く
な
っ

た
ら
補
聴
器
を
使
っ
て
の

対
処
が
大
切
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　
本
町
は
、
認
知
症
予
防

に
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
介
護
保
険
予
防
事
業
の

保
険
者
は
美
咲
町
で
あ
り
、

介
護
保
険
の
繰
越
金
は
3

億
円
程
度
あ
る
。

　
県
と
協
議
し
介
護
保
険

の
予
防
事
業
と
し
て
加
齢

性
難
聴
補
聴
器
購
入
時
に

補
助
で
き
な
い
か
。

答
櫻
井
長
寿
し
あ
わ
せ
課
長

　
加
齢
性
難
聴
補
聴

器
購
入
の
補
助
は
、
介
護

保
険
制
度
の
対
象
で
も
な

い
こ
と
か
ら
補
助
制
度
は

考
え
て
い
な
い
。

　
加
齢
性
難
聴
と
認
知
機

能
の
低
下
と
の
因
果
関
係

に
つ
い
て
、国
は
補
聴
器
使

用
に
よ
る
効
果
な
ど
十
分

と
は
言
え
ず
、引
き
続
き
研

究
し
て
い
る
。

　
保
険
適
用
の
是
非
も
含

め
て
国
が
適
切
に
判
断
を

す
る
。

問　
介
護
保
険
の
適
用

も
含
め
本
町
の
施
策

子どもたちのために

柵原学園地域説明会を早期に

と
し
て
打
ち
出
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
櫻
井
長
寿
し
あ
わ
せ
課
長

　

加
齢
性
難
聴
進
行

の
予
防
や
高
齢
者
を
取
り

巻
く
周
囲
の
環
境
に
配
慮

し
、
高
齢
者
が
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を

目
指
す
。

高齢者のために

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告
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質問

答弁

質問

答弁

松島　啓（まつしま  ひろむ）議員

動 画

子育て世代と意見交換

フラッとトークの要綱を制定する

問　
町
長
自
ら
町
民
の

意
見
・
提
案
を
聴
く

対
話
の
場
を
開
催
し
て
い

る
が
、
今
後
は
若
者
を
含

め
全
世
帯
を
対
象
と
し
た

広
聴
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

条
例
化
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

S
N
S
を
活
用
し
た
本
町

の
P
R
を
強
化
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

従
来
の
懇
談
会
形

式
で
は
年
齢
層
が
偏
る
た

め
、
参
加
の
少
な
い
若
い

人
、
子
育
て
世
代
と
の
意

見
交
換
の
場
と
し
て
、
新

た
に
「
フ
ラ
ッ
と
ト
ー
ク

事
業
」
を
企
画
し
た
。
町

民
か
ら
の
開
催
も
提
案
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
要
綱

を
制
定
し
た
い
。

答
岡
本
み
さ
き
共
創
室
長

　

フ
ラ
ッ
と
ト
ー
ク

の
１
回
目
は
子
育
て
世
代

の
母
親
の
皆
さ
ん
と
、
２

回
目
は
健
康
ポ
イ
ン
ト
実

行
委
員
の
皆
さ
ん
と
子
育

て
環
境
や
健
康
推
進
を
テ

ー
マ
に
開
催
し
た
。

　

当
面
は
子
育
て
支
援
を

中
心
テ
ー
マ
に
し
て
月
１

〜
２
回
開
催
し
た
い
。

　

広
報
紙
は
Q
R
を
活
用

し
、
読
み
や
す
い
誌
面
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
す
ぐ
に
検
索

で
き
る
よ
う
改
善
す
る
。

　

S
N
S
は
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
な
ど
で
本
町
の
魅
力

を
発
信
す
る
。

広聴のシステム構築が求められる

質問

答弁

質問

答弁

アフターコロナのまちづくりを

スポーツによるまちづくりを行う

問　
3
年
以
上
さ
ま
ざ

ま
な
行
動
・
取
り
組

み
に
制
限
が
あ
り
、
地
域

経
済
、
地
域
活
性
化
に
多

大
な
影
響
が
あ
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
た

訳
で
は
な
い
が
、
今
後
は

感
染
防
止
を
行
い
な
が
ら

観
光
振
興
・
産
業
振
興
・

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
米
本
産
業
観
光
課
長

　

観
光
振
興
で
は
、

片
上
鉄
道
開
業
１
０
０
周

年
の
第
１
弾
と
し
て
花

見
・
写
真
撮
影
会
を
開
催

し
た
。

　

た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
専

門
「
食
堂
か
め
っ
ち
。」
は

今
年
来
場
者
１
０
０
万
人

を
迎
え
る
の
で
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
計
画
し
て
い
る
。

　

産
業
振
興
で
は
、
就
農

相
談
会
・
林
業
体
験
会
を

開
催
し
雇
用
・
定
住
に
繋

げ
た
い
。
企
業
誘
致
は
、

適
地
と
な
る
町
有
地
を
調

査
し
て
い
る
。

答
平
賀
生
涯
学
習
課
長

　

現
在
、
社
会
体
育

施
設
の
利
用
制
限
は
無
く
、

各
団
体
が
活
動
し
て
い
る
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、
柵
原
地
域
で
ミ
ニ

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
全
国
交

流
研
修
会
、
旭
地
域
で
あ

さ
ひ
・
み
や
す
み
卓
球
大

会
が
開
催
さ
れ
る
。

　

関
係
交
流
人
口
の
増
進
、

世
代
間
交
流
で
い
ろ
い
ろ

な
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

めざせ卓球王国みさき

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告
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幼少期から防災教育の充実を

質問

答弁 提案された内容の検討に入る

質問

答弁

山本宏治（やまもと  こうじ）議員

動 画

問　
最
重
要
課
題
で
あ

る
「
子
ど
も
・
子
育

て
政
策
」
実
現
の
た
め
こ

ど
も
笑
顔
課
が
設
置
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
財
源
確
保

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
、
役
場
施

設
に
設
置
し
て
い
る
飲
料

水
の
自
動
販
売
機
に
一
本

10
円
の
子
育
て
協
力
金
と

し
て
寄
付
金
付
き
の
料
金

設
定
は
で
き
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

行
政
と
地
域
・
子

育
て
世
代
が
し
っ
か
り
連

携
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

む
。

　

提
案
さ
れ
た
内
容
は
、

飲
料
メ
ー
カ
ー
と
話
し
合

い
実
現
に
向
け
て
検
討
す

る
。答

須
々
木
こ
ど
も
笑
顔
課
長

　

自
動
販
売
機
で
の

継
続
的
な
財
源
確
保
は
利

用
す
る
住
民
の
子
育
て
支

援
に
対
す
る
参
加
意
識
醸

成
に
も
つ
な
が
り
有
意
義

な
提
案
と
考
え
る
。

　

未
設
置
の
公
共
施
設
へ

の
寄
附
金
付
き
自
動
販
売

機
の
設
置
も
考
え
た
い
。

問　
町
内
企
業
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
い
る
自

動
販
売
機
に
も
協
力
を
要

請
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
須
々
木
こ
ど
も
笑
顔
課
長

　

町
内
企
業
へ
の
設

置
依
頼
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

子どもの未来に投資しよう

問　
近
年
激
甚
な
災
害

が
発
生
す
る
中
で
、

自
然
災
害
に
対
応
し
災
害

に
対
す
る
知
識
や
心
構
え

を
備
え
た
人
を
育
て
る
た

め
、
幼
少
期
か
ら
の
防
災

教
育
が
効
果
的
と
考
え
る
。

　
子
ど
も
た
ち
へ
の
防
災

教
育
に
対
す
る
考
え
を
示

さ
れ
た
い
。

答
青
野
町
長

　

政
治
・
行
政
の
最

も
大
切
な
役
割
は
、
住
民

の
命
と
財
産
を
守
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
も
災
害
を
想
定
し

た
訓
練
に
力
を
入
れ
た
い
。

答
黒
瀬
教
育
長

　
学
校
だ
け
で
な
く
、

地
域
・
行
政
・
関
係
機
関

が
一
体
と
な
っ
た
防
災
に

関
す
る
取
り
組
み
が
、
今

後
一
層
推
進
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

問　
現
在
か
ら
将
来
に

か
け
て
、
子
ど
も
た

ち
が
地
元
も
含
め
各
地
へ

と
住
ま
い
を
移
す
中
、
人

々
の
命
を
守
る
裏
打
ち
さ

れ
た
安
心
を
得
る
た
め
に
、

防
災
教
育
の
さ
ら
な
る
充

実
を
求
め
る
。

答
青
野
町
長

　

岡
山
県
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
県
外
で
生
活
す

る
子
ど
も
た
ち
が
、
ど
の

よ
う
な
事
態
に
遭
遇
し
て

も
対
応
で
き
る
「
い
の
ち

を
守
る
力
」
を
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

質問

答弁

質問

答弁

左居喜次（さこ  よしつぐ）議員

「いのちを守る力」を身に付ける動 画

「いのちを守る」

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

子育て政策実現に向けた
� 財源確保

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告
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《子ども議会の趣旨》
●美咲町の将来を担う子どもたちに町政に対する
関心を持ってもらう。

●町政に対する要望や質問を発表することを通し
て美咲町の将来のあり方を考える主権者として
の意識を育てる。

●子どもの視点からの意見を今後の町政に反映し
ていく。

　最初はとても緊張しましたが、議員のみんなもスムーズに質問できていて
良かったし、すごく楽しく進めることができました。
　議員の質問のほとんどが美咲町の活性化に関することでしたが、私も将
来、この美咲町が今より活性化していき人口も増え、お店がたくさんできて賑
わうようになってほしいと思います。

子ども議会に参加して

　令和５年6月16日（金）に町内3中学校の3年生を対象とした令和５年度美咲町子ども
議会が開催されました。

　各中学校の代表として中央中学校４人
（内１人は議長）、旭学園３人、柵原中学校
３人の合計10人の議員によって美咲町子
ども議会が開催されました。
　３校園の３年生全員が役場３階大会議室
と議場に分かれて傍聴する中、町政全般に
わたる一般質問が行われました。
　次世代を担う子どもたちの町を思う気持
ちが伝わりました。

10番議員   中央中学校３年   議長　村
むら

上
かみ

　明
あ

澄
ず

実
み

問　
美
咲
町
で
は
棚

田
が
有
名
で
す
。
し

か
し
、
き
れ
い
な
棚
田
が

あ
る一方
で
、
一部
の
棚
田

は
草
で
荒
れ
、
残
念
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
棚
田

を
き
れ
い
に
す
る
と
、
よ

り
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て

町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
美
咲
町

全
体
で
、
美
し
い
棚
田
を

取
り
戻
す
活
動
を
行
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
私
た
ち
中

学
生
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ご
検
討
お

願
い
し
ま
す
。

答
　
美
咲
町
の
美
し
い

棚
田
を
守
り
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
萩
原
議

員
の
よ
う
に
、
従
来
棚
田
に

関
わ
っ
た
こ
と
が
無
い
よ
う

な
新
し
い
人
た
ち
が
棚
田
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。「
棚

田
再
生
」は
大
変
難
し
い
課

題
で
す
が
、
棚
田
の
景
観
は

大
き
な
魅
力
で
あ
り
、
町
に

と
って
大
切
な
財
産
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
是
非
、
何
と

か
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

美
し
い
棚
田
を
取
り
戻
す
活
動
を

　

 

1
番
議
員  

中
央
中
学
校
3
年  

萩は
ぎ

原わ
ら　

幸こ
う

一い
ち

特集

みんなで棚田を美しく

令和5年度

美咲町子ども議会

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告
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２
番
議
員  

中
央
中
学
校
3
年  

山や
ま

名な　
雫し

ず
く

問　
美
咲
町
の
た
ま
ご

か
け
ご
飯
は
、
テ
レ

ビ
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
、

多
く
の
人
に
人
気
で
す
。

そ
こ
で
、
美
咲
町
で
し
か

味
わ
え
な
い
新
・
た
ま
ご

か
け
ご
飯
を
提
案
し
ま

す
。 

美
咲
町
の
特
産
物
の

黄
ニ
ラ
を
使
っ
た
漬
物
や

ラ
ー
油
、黄
ニ
ラ
ジ
ュ
レ
を

作
り
、ト
ッ
ピ
ン
グ
と
し
て

使
用
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
ま
た
、
た
ま
ご
ま
つ

り
を
再
開
し
、
た
ま
ご
ス

プ
ー
ン
リ
レ
ー
の
ギ
ネ
ス

に
再
挑
戦
す
る
こ
と
も
提

案
し
ま
す
。

答
　
美
咲
町
が
益
々

「
た
ま
ご
か
け
ご
飯
の

聖
地
」と
し
て
有
名
と
な
る

よ
う
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
が

「
食
べ
た
い
」
と
思
え
る
よ

う
な
、
様
々
な
た
ま
ご
か
け

ご
飯
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て

い
た
だ
き
、一
緒
に
町
を
盛

り
上
げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
た
ま
ご
ま
つ
り
は
現
時

点
で
、
今
年
度
は
開
催
す

る
方
向
だ
と
聞
い
て
い
ま

す
。た
ま
ご
ス
プ
ー
ン
リ
レ
ー

は
実
施
で
き
る
か
ど
う
か

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
通
学
路
の
歩
道

に
、
い
く
つ
か
問
題

点
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目

は
亀
甲
マ
イ
カ
ー
セ
ン
タ

ー
前
の
歩
道
が
狭
い
こ
と

で
す
。
特
に
、
自
転
車
で

登
校
中
に
ト
ラ
ッ
ク
が
横

を
走
る
と
き
、
ぶ
つ
か
り

そ
う
に
な
り
と
て
も
危
険

で
す
。
２
つ
目
は
、
ま
こ

も
池
周
辺
の
街
灯
設
置
で

す
。
こ
こ
の
歩
道
は
街
灯

が
な
い
の
で
、
夜
は
非
常

に
暗
く
と
て
も
危
険
で

す
。
以
上
２
箇
所
、
歩
道

幅
拡
張
と
街
灯
設
置
を
要

望
し
ま
す
。

答　
亀
甲
マ
イ
カ
ー
セ
ン

タ
ー
前
の
歩
道
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
に
は
関
係

す
る
地
権
者
の
方
に
計
画

の
説
明
を
行
い
、
今
年
度

は
用
地
買
収
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
今
ま
で
歩
道
が

狭
かっ
た
場
所
に
、
新
し
く

歩
道
が
整
備
さ
れ
る
予
定

で
す
。
ま
こ
も
池
周
辺
の

街
灯
設
置
に
つい
て
は
、「
防

犯
」
の
た
め
の
街
灯
と
し
て

自
治
会
で
設
置
・
管
理
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
れ

に
あ
た
る
補
助
制
度
も
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　
旭
町
民
セ
ン
タ
ー

解
体
後
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
提
案
し
ま
す
。

僕
た
ち
が
中
学
２
年
生
時

に
提
案
し
た
キ
ャ
ン
プ
場

や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
あ
る

家
族
向
け
の
公
園
を
作
る

こ
と
で
す
。
次
に
、
旧
旭

中
学
校
の
プ
ー
ル
の
再
利

用
に
つ
い
て
で
す
。
プ
ー

ル
を
そ
の
ま
ま
放
置
せ

ず
、
再
利
用
に
つ
い
て
考

え
て
欲
し
い
で
す
。
犯
罪

の
温
床
、防
災
性
の
低
下
、

衛
生
や
景
観
の
悪
化
に
つ

な
が
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。

答
　
旭
町
民
セ
ン
タ
ー

解
体
後
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
は
ま
だ

決
ま
って
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

旭
地
域
の
住
民
代
表
の
皆

さ
ん
に
よ
る
「
旭
み
ら
い
デ

ザ
イ
ン
検
討
委
員
会
」の
ご

意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。旧
旭
中

学
校
の
プ
ー
ル
再
利
用
に
つ

い
て
は
、
長
い
時
間
と
費
用

が
必
要
に
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
関
係
機
関

等
と
も
協
議
し
な
が
ら
、今

後
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

新
・
た
ま
ご
か
け
ご
飯
の
提
案

通
学
路
危
険
箇
所
の
安
全
対
策
を

　

 

3
番
議
員  

中
央
中
学
校
3
年  

三み

森も
り　

桜お
う

華か

目
的
を
終
え
た
公
共
施
設
の
再
利
用
を

　

 

4
番
議
員  

旭
学
園
９
年  

小こ
ば
や
し林　

唄は
い

士と

９人の子ども議員が町政を問う

みさき名物たまごかけごはん

通学路にしては歩道が狭い

再利用を考えよう

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
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告
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政
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報
告
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町
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も
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７
番
議
員  

　
柵
原
中
学
校
3
年  

河こ
う

本も
と　

有あ

真ま

音ね

　

 

６
番
議
員  

旭
学
園
９
年  

前ま
え
　
だ田　

美み

紗す
ず

　
 

５
番
議
員  

旭
学
園
９
年  

武た
け

村む
ら　

莉り

桜お

問　
人
口
を
増
や
す
た

め
に
は
お
店
が
必
要

で
す
。そ
こ
で
コ
ン
ビ
ニ
誘

致
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ

ろ
、
ロ
ー
ソ
ン
が
「
自
治

体
と
連
携
し
た
地
域
協
働

事
業
の
推
進
」
を
進
め
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

私
は
美
咲
町
が
ロ
ー
ソ
ン

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
地
域

に
根
差
し
た
コ
ン
ビ
ニ
を

運
営
す
る
こ
と
を
提
案
し

ま
す
。
旭
地
域
を
よ
り
住

み
や
す
く
す
る
た
め
に
、

美
咲
町
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

答　
旭
地
域
を
よ
り
住

み
や
す
く
す
る
た
め

に
、コ
ン
ビニ
を
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
は
と
て
も
素
晴
ら
し

い
提
案
だ
と
思
い
ま
す
。但

し
、コ
ン
ビニ
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
１
日
６
０
０
人

以
上
の
お
客
さ
ん
が
来
店

し
、
40
万
円
以
上
の
売
上

げ
が
必
要
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。コ
ン
ビニ
の
実

現
に
向
け
て
地
域
の
魅
力

を
高
め
旭
地
域
に
訪
れ
て

く
れ
る
人
が
増
え
る
ア
イ

デ
ア
を
皆
で
考
え
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

旭
地
域
に
コ
ン
ビ
ニ
誘
致

問　
旭
地
域
へ
の
観
光

客
を
増
加
さ
せ
る
た

め
に
は
、
三
休
公
園
に
夏

の
ヒ
マ
ワ
リ
や
紫
陽
花
な

ど
季
節
を
感
じ
さ
せ
る
植

物
を
植
え
て
年
間
を
通
じ

た
誘
客
が
考
え
ら
れ
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
新

た
な
植
物
や
鯉
の
ぼ
り
な

ど
を
利
用
し
た
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
、

上
位
者
に
は
美
咲
町
の
特

産
品
を
贈
る
こ
と
で
町
全

体
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

観
光
客
が
増
加
す
る
効
果

が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

答　
「
四
季
折
々
に
異
な

る
風
景
が
楽
し
め
る

公
園
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
と

て
も
素
晴
ら
し
い
発
想
だ
と

思
い
ま
す
。
三
休
公
園
に
は

桜
の
他
に
モ
ミ
ジ
も
植
栽
さ

れ
てい
ま
す
。ま
た
、今
年
の

春
「
２
０
２
３
三
休
公
園
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ムフ
ォ
ト
コン
テ
ス

ト
」
を
久
米
郡
商
工
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も

三
休
公
園
を
よ
り
魅
力
あ

る
も
の
に
し
てい
く
た
め
の
検

討
に
皆
さ
ん
に
も
加
わってい

た
だ
き
たい
と
思
い
ま
す
。

三
休
公
園
を
観
光
拠
点
に

問　
柵
原
地
域
の
エ
イ

コ
ン
パ
ー
ク
を
地
域

の
交
流
所
と
し
て
も
っ
と

活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。具
体
的
に

は
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
・
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
総
合
型
ス
ポ

ー
ツ
パ
ー
ク
と
し
て
利
用

す
れ
ば
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

現
在
エ
イ
コ
ン
パ
ー
ク
内

に
あ
る
学
習
ス
ペ
ー
ス
を

中
学
生
が
利
用
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
増
設
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
か
。

答　
エ
イ
コ
ン
パ
ー
ク
に

は
、文
化
・ス
ポ
ーツ・

遊
び
・
福
祉
の
４
つの
ゾ
ー
ン

が
あ
り
ま
す
。
来
年
度
に
は

こ
の
地
域
に
柵
原
学
園
が
開

校
し
、
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
地
域
交
流
ホ
ー
ル
が
完

成
し
、エイコンパー
ク
も
含
め

た一帯
が
ス
ポ
ー
ツ・
文
化
・

教
育
・
福
祉
の一大
拠
点
と
な

って
い
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に

地
域
の
交
流
拠
点
と
な
る
よ

う
に
皆
さ
ん
でい
ろ
い
ろ
な
ア

イ
デ
ア
を
出
し
てい
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

新たなアイデアで町が変わる

住みやすい町に向けて

スポーツ交流で地域活性化

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告
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咲
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も
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9
番
議
員  

柵
原
中
学
校
3
年  

福ふ
く
　
い井　

大だ
い

椰や

　
 

８
番
議
員  

柵
原
中
学
校
3
年  

山や
ま

下し
た　

恵け

依い

９人の子ども議員が町政を問う

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
し
て
、
美

咲
町
で
は
ピ
オ
ー
ネ
な
ど

約
90
品
目
を
提
供
し
て
い

ま
す
が
、
和
気
町
で
は
工

芸
品
な
ど
４
０
０
品
目
が

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
美

咲
町
で
も
町
産
の
木
材
で

作
っ
た
椅
子
・
テ
ー
ブ
ル

な
ど
提
供
品
目
を
増
や
し
、

年
齢
層
に
合
っ
た
品
物
を

考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
町
の
魅

力
が
伝
わ
る
自
治
体
情
報

を
積
極
的
に
発
信
す
れ
ば

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
加
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

答　
調
査
・
比
較
・
分

析
に
感
謝
し
ま
す
。

指
摘
の
よ
う
に
美
咲
町
の

返
礼
品
数
は
他
の
自
治
体

と
比
べ
て
少
な
い
状
況
で

す
。
町
内
の
事
業
者
に
対
し

て
新
た
な
品
物
の
追
加
を
依

頼
し
てい
き
ま
す
。町
産
の
木

材
を
使った
家
具
な
ど
につい

て
も
町
内
企
業
と
調
整
し
て

い
き
ま
す
。
今
後
は
、
納
税

者
の
情
報
を
分
析
し
、
Ｐ
Ｒ

の
方
法
を
工
夫
す
る
な
ど
対

象
者
を
意
識
し
たマー
ケ
ティ

ン
グ
戦
略
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
魅
力
ア
ッ
プ

問　
学
校
給
食
は
、
毎

日
工
夫
を
し
て
美
味

し
い
給
食
を
作
っ
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な

こ
と
に
少
な
か
ら
ず
食
品

ロ
ス
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
す
。
と
こ
ろ

が
、麺
類
が
給
食
に
な
っ
た

時
に
は
ほ
と
ん
ど
ロ
ス
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
際
、

麺
給
食
の
頻
度
を
増
や
し
、

さ
ら
に
棚
田
米
を
使
っ
た

米
粉
麺
を
使
用
す
れ
ば
食

品
ロ
ス
を
減
ら
し
、
給
食

が
さ
ら
に
楽
し
い
も
の
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

答　
麺
給
食
につい
て
は
、

１
学
期
に
１
回
献
立

を
組
み
入
れ
て
い
ま
す
。
お

米
に
比
べ
て
麺
類
の
値
段
が

高
く
な
る
た
め
に
今
の
状
況

に
なってい
ま
す
。
米
粉
麺
に

す
る
と
さ
ら
に
値
段
が
上
が

り
ま
す
。
し
か
し
、
小
麦
麺

に
対
し
て
米
粉
麺
は
食
物
ア

レル
ギ
ー
の
心
配
が
少
な
い
た

め
、
こ
の
発
想
は
健
康
に
も

配
慮
し
た
良
い
提
案
だ
と
思

い
ま
す
。
今
後
、
栄
養
士
の

先
生
と
も
相
談
し
て
前
向
き

に
検
討
し
てい
き
ま
す
。

食
品
ロ
ス
を
無
く
す
た
め
に

交流人口を増やそう

給食は楽しいひととき

令和５年９月定例会の予定 表紙の紹介
～出前議会ｉｎ原田～

　令和5年9月に予定されている美咲町議会定例会は
◆9月4日（月）開会～9月２２日（金）閉会の１９日間
◆一般質問は9月5日（火）～9月6日（水）の2日間
◆�決算特別委員会は9月１４日（木）～２０日（水）の実質
4日間

（なお、日程が変更される場合にはみさきテレビなど
でお知らせしていきます）

　令和５年５月２
８日（日）に原田
第１・２区自治会
の皆さん、美作
大学・短期大
学、美作高校、
岡山大学の学
生、議会議員など総勢約１００人が集い、まちづくりに
対する活発な意見交換が行われました。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

出
前
議
会
in
原
田

町
政
を
問
う
一
般
質
問

各
種
報
告

美
咲
町
子
ど
も
議
会

そ
の
他
・
報
告
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集

後
記
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会
広
報
特
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委
員
会

委
員
長
　
三
船
　
博
之

副
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員
長
　
松
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中
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伶
王

矢
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一
郎

板
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正
寿

左
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喜
次

聞くのも勉強

堂々と議長を務めました クラスメイトも見守りました本格的な議会にドキドキ

町長とも対等です

モニターも上手に活用

町長・教育長と記念撮影

終わってほっと一息 インタビューでまた緊張
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今
年
の
梅
雨

は
、
日
本
各
地

で
発
生
し
た
観

測
史
上
最
大
の
豪
雨
に
よ
り
、

多
く
の
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
梅
雨
が
明
け
る

前
か
ら
災
害
級
の
熱
波
な
ど

気
候
変
動
に
よ
る
災
害
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

　

美
咲
町
議
会
で
は
、
非
常

事
態
で
あ
っ
て
も
優
先
的
に

実
施
す
べ
き
業
務
を
的
確
に

行
え
る
よ
う
議
会
業
務
継
続

計
画（
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）を
策
定

し
て
い
ま
す
。

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会
で

は
、
去
る
６
月
８
日
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
委
員
会
を
開
催
し
、

非
常
事
態
で
の
手
順
の
確
認

と
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
非
常
事
態
に

即
応
し
た
行
動
と
対
応
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

�
 （

左
居
記
）


